




要約:北海道における後障害児の退院後の継続医療の現況についてアンケート調査を行っ

た。後障害児は、退院後の再入院例が多く、医療機関への受診回数も多く(退院後 1年目で

は、月平均 3.8 回)、訓練施設への通園例も高率(82.4%)であり、養育者(主に母親)の多忙

さが示唆された。しかしながら、後障害児の福祉制度との関係では、手当・手帳などを受

けている者が調査対象者の 62.2%と極めて低く、後障害児の継続医療においては、児を抱

えた母親への精神的な支援は言うまでもなく、物理的な負担の軽減も重要であると考えら

れた。 


